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本
学
は
、
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン「
知
と
癒
し
の
匠
を
創
造
す
る
」

の
下
に
、
3
つ
の
教
育
理
念
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
1
．
幅

広
い
教
養
と
豊
か
な
感
性
を
備
え
た
人
間
性
の
涵
養
、
2
．
自
己

問
題
提
起
、
自
己
問
題
解
決
型
の
創
造
的
人
間
の
養
成
、
3
．
国

際
感
覚
豊
か
な
医
療
人
、
研
究
者
養
成
で
あ
る
。

　

近
年
、あ
ら
ゆ
る
領
域
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
。知
識
、

技
術
、
文
明
を
世
界
で
共
有
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
然
、

医
療
の
世
界
も
同
じ
で
あ
る
。
世
界
の
国
数
1
9
5
以
上
、
人
口

71
億
、
す
べ
て
の
国
、
す
べ
て
の
人
は
何
ら
か
の
形
で
医
療
を
必

要
と
す
る
。
国
が
、
個
人
が
ど
の
よ
う
な
経
済
状
況
で
も
、
今
あ

る
最
高
の
医
療
で
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
我
々
医
療
系
の
教
育
者
、
研
究
者
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
、今
で
き
る
最
高
の
医
療
を
実
現
・
提
供
す
る
こ
と
、
し
か
も

そ
の
医
療
コ
ス
ト
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
の
開
発
研
究
、
そ
の
知
識
と
技
術
を
備
え
た
医
療
人
養
成
が
本

学
の
使
命
で
あ
る
。そ
う
し
た
背
景
の
下
に
、本
学
は
、こ
こ
数
年
、

国
際
感
覚
を
備
え
た
医
療
人
、研
究
者
養
成
に
力
点
を
置
い
て
き
た
。

　

2
0
0
9
年
、
本
学
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
そ
れ
ま
で
留

学
生
の
お
世
話
係
に
と
ど
ま
っ
て
い
た「
留
学
生
セ
ン
タ
ー
」
を
改

組
し
、新
た
に「
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」を
発
足
さ
せ
た
。
そ
れ
ま
で
、

本
学
か
ら
の
海
外
派
遣
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
・
研
究
生
の
受
け

入
れ
、
そ
の
研
究
・
教
育
の
実
施
内
容
、
そ
し
て
そ
の
実
績
な
ど

に
つ
い
て
の
情
報
収
集
・
管
理
は
、
必
ず
し
も
大
学
と
し
て
一
括

管
理
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　

今
で
こ
そ
、
26
の
国
・
地
域
の
72
機
関
と
学
術
・
学
生
交
流
協

定
を
締
結
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
各
部
局
単
位
に
任
さ
れ

て
き
た
。
こ
と
に
国
際
交
流
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
継
続
が
最
も
大

事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
え
ば
、
本
学
や
日
本
へ
の
理
解

が
あ
り
、
母
国
の
医
療
界
で
活
躍
し
て
い
る
帰
国
留
学
生
と
の
連

絡
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
後
は
、

本
学
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
あ
る
帰
国
留
学
生
と
の
連
絡
網
づ

く
り
、
そ
の
他
協
定
校
・
機
関
と
の
人
事
交
流
、
研
究
連
携
な
ど

の
実
績
を「
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」が
一
括
管
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

本
学
は
、
世
界
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
、
日
本
の
文
化
に

根
付
い
た
教
育
、
研
究
、
臨
床
を
創
出
で
き
る
医
療
人
の
養
成
を

目
指
し
て
い
る
。「
良
い
国
際
人
に
な
る
に
は
、
ま
ず
、
立
派
な
自

国
民
に
な
り
な
さ
い
」「
自
国
知
っ
て
こ
そ
真
の
国
際
人
」た
り
得

る
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
す
。
そ
れ
は
日
本
人
と
し
て
の
節
度
を

保
ち
な
が
ら
、
独
自
の
哲
学
を
踏
ま
え
た
言
動
の
で
き
る
知
識
人

を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。
学
生
に
は
、
教
養
部
で
で
き
る
限
り

日
本
の
文
化
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
、そ
の
上
で
異
国
文
化
の
中
で
、

研
修
、
研
究
の
体
験
を
し
て
も
ら
う
様
々
な
海
外
研
修
研
究
奨
励

制
度
を
本
学
で
は
準
備
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
医
学
部
、
歯
学
部
の
す
べ
て
の
学
生
を
対
象
に
、
学
科
、

専
攻
に
よ
っ
て
配
分
員
数
に
違
い
は
あ
る
が
、
海
外
短
期
派
遣
制

度
に
基
づ
い
て
、
総
勢
13
人
の
学
生
が
、
教
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に
沿
っ
て
様
々
な
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
別

途
、
3
つ
の
本
学
の
海
外
研
究
拠
点
、
す
な
わ
ち
新
興
・
再
興
感

染
研
究
所（
ガ
ー
ナ
・
野
口
記
念
医
学
研
究
所
／
2
0
0
9
年
開
所
）

に
医
学
科
の
学
生（
6
人
）、
東
京
医
科
歯
科
大
学
・
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
共
同
研
究
が
ん
拠
点（
チ
リ
／
2
0
1
0
年
開
所
）に
医
学
科

の
学
生（
6
人
）、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
・
東
京
医
科
歯
科
大

学
研
究
教
育
協
力
セ
ン
タ
ー
（
タ
イ
／
2
0
1
0
年
開
所
）に
医
学

科
の
学
生（
2
人
）が
数
カ
月
、
歯
学
科
の
学
生（
6
人
）保
健
衛
生

学
専
攻
の
学
生（
4
人
）が
2
週
間
ほ
ど
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
学
生

た
ち
は
、
短
期
で
は
あ
る
が
、
本
学
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
常
駐

研
究
者
と
共
に
す
る
海
外
生
活
、
研
究
生
活
を
体
験
す
る
。
在
学

中
で
あ
り
な
が
ら
、
海
外
常
駐
研
究
者
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、

国
際
貢
献
の
あ
り
よ
う
、
連
携
研
究
の
楽
し
さ
、
現
地
で
の
人
材

育
成
の
喜
び
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
目
に
見
え
て
成
長
、
自
立
し

た
感
が
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
が
国
際
人
と
し
て
の
将
来
像
を
描
く

に
当
た
り
、
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
一
助
と
な
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

本
学
の
国
際
戦
略
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会
と
な
っ
た
。
何
と
い
っ
て
も
、
本
学
の
医
学
教
育

の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
可
能
性
と
必
要
性
に

気
づ
い
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
思
う
。

　

派
遣
さ
れ
た
学
生
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
経
験

し
た
こ
と
か
ら
、
自
分
が
ど
う
学
習
す
べ
き
か
、
大

学
は
教
育
面
で
何
を
考
え
る
べ
き
か
ま
で
踏
み
込
み
、

「
本
学
臨
床
実
習
へ
の
提
言
と
医
学
教
育
に
関
わ
る

各
ア
ク
タ
ー
の
行
動
指
針
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
も

し
た
。
こ
れ
に
は
斬
新
な
発
想
が
含
ま
れ
、
今
動
い
て
い
る「
医
歯

学
融
合
教
育
」に
立
派
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー

ス
並
び
に
チ
ュ
ー
タ
ー
Ｆ
Ｄ
に
参
加
し
た
医
学
部
、
歯
学
部
、
教
養

部
教
員
は
お
よ
そ
1
3
0
人
に
な
る
。
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
自
分
た
ち

で
設
定
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
昼
夜
を

問
わ
ず
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
日
本
に
あ
っ

て
は
、
な
か
な
か
そ
う
し
た
ま
と
ま
っ
た
時
間
を
と
り
、
教
育
に
つ

い
て
議
論
す
る
余
裕
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
数
日
に
わ
た
っ
て
、

集
中
的
し
か
も
総
括
的
に
議
論
で
き
た
こ
と
が
、
参
加
し
た
教
員

の
叡
智
の
集
約
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
う
。
帰
国
後
は
そ
の
報

告
書
に
基
づ
き
、
教
員
Ｆ
Ｄ
で
あ
ら
た
め
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。

当
然
そ
こ
で
は
、
学
生
の
提
言
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
議
論
の

対
象
と
な
っ
た
。そ
の
成
果
が
今
日
の「
医
歯
学
融
合
教
育
」で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
を
常
時
見
直
し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
医
歯
学
融
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
大
学
院
生
に
つ
い
て
も
、
別
途
海
外
研
究

奨
励
制
度
を
立
ち
上
げ
、
延
べ
8
人
の
海
外
研
究
を
支
援
す
る
こ

と
と
し
、
2
0
1
1
年
度
は
3
人
が
派
遣
さ
れ
た
。

　

本
学
は
、
こ
の
よ
う
に
海
外
研
修
・
研
究
支
援
制
度
を
も
っ
て
、

学
生
や
若
手
・
中
堅
研
究
者
に
対
し
て
留
学
研
修
・
研
究
を
積

極
的
に
推
奨
し
て
い
る
。

　

一
方
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

数
多
く
の
学
生
交
流
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
大
学
・

　

海
外
研
究
拠
点
が
研
究
推
進
の
場
、
現
地
で
の
人

材
養
成
の
場
、
技
術
移
転
の
場
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
本
学
の
学
生
の
国
際
人
と
し
て
の

感
性
を
涵
養
す
る
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、医
学
部
医
学
科
6
年
生（
8
人
）を
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
で
の
臨
床
実
習
体
験
に
、
医
学
科
4
年
生

（
4
人
）
を
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
カ
レ
ッ
ジ
に
研
究
体
験
で

派
遣
し
て
い
る
。
な
お
、
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
カ
レ
ッ
ジ

に
つ
い
て
は
、
先
方
か
ら
4
人
の
学
生
を
研
究
体
験
で
受
け
入
れ

て
い
る
。
学
部
入
学
定
員
2
7
5
人
の
う
ち
、
自
費
留
学
を
含
め

れ
ば
、60
人
近
く
の
学
生
が
学
部
時
代
に
留
学
経
験
を
積
ん
で
い
る
。

　

中
で
も
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
の
連
携
教
育
協
定
に
基
づ
く
学

生
の
派
遣
は
、
2
0
0
4
年
に
始
ま
り
、
2
0
1
2
年
度
ま
で
で
、

そ
の
学
生
数
は
64
人
に
な
る
。
帰
国
し
た
学
生
は
、
そ
れ
ま
で

の
受
動
的
な
思
考
・
姿
勢
か
ら
す
っ
か
り
能
動
的
な
学
生
に
変
身

し
た
と
自
負
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
上
級
生
の
姿
は
、
下
級
生
に

と
っ
て
も
大
き
な
励
み
、
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。
将
来
こ
の
よ
う
な

学
生
が
中
心
と
な
り
、
本
学
が
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
創
造
、

実
現
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
の
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

医
学
部
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム「N

ew
 

Pathw
ay

」で
あ
っ
た
。

　

そ
の
何
た
る
か
を
知
る
た
め
に
、

ま
ず
教
員
を
派
遣
し
た
。
学
生
の

臨
床
実
習
派
遣
は
、
そ
の
2
年
後

に
な
る
。
帰
国
後
は
毎
年
、
教
育
す

る
側（
教
員
）か
ら
の
評
価
、
受
け
る

側（
学
生
）か
ら
の
評
価
を
基
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
価
値
観
を
共
有
し
な
が
ら

議
論
を
重
ね
て
き
た
。
教
員
に
と
っ

て
も
、
学
生
に
と
っ
て
も
、
自
身
の

あ
る
べ
き
姿
を
見
極
め
る
い
い
機

地
域
を
中
心
に
2
1
0
人
の
留
学
生（
2
0
1
2
年
5
月
現
在

：

大

学
院
生
／
1
8
8
人
、
学
部
学
生
／
7
人
、
研
究
生
／
12
人
、
日

本
語
研
修
生
／
3
人
）が
本
学
に
在
籍
し
て
い
る（
国
費
留
学
生
／

89
人
、
自
費
留
学
生
／
1
2
1
人
）。
特
に
、
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
留

学
生
数
は
、
全
留
学
生
の
9
割
を
占
め
、
医
歯
工
連
携
分
野
で
は
、

本
学
は
圧
倒
的
多
数
の
留
学
生
を
抱
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
ア
ジ
ア
、
中
近
東
か
ら
優
秀
な
若
手
研
究
者
を

大
学
院
に
呼
び
込
む
こ
と
を
目
的
に
、
2
0
0
9
年
度
か
ら
、
毎

年
国
際
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム（
I
S
P
）を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
設
定
さ
れ
た
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
海
外
か
ら

参
加
希
望
者
を
募
っ
て
い
る
。
毎
回
80
〜
90
人
の
応
募
者
が
あ
り
、

書
類
選
考
で
選
ば
れ
た
24
〜
25
人
を
本
学
に
招
聘
し
て
い
る
。
さ

ら
に
そ
の
中
か
ら
、学
内
見
学
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、面
接
を
通
し
て
、

特
に
研
究
心
旺
盛
な
者
、
3
〜
4
人
を
大
学
院
生
と
し
て
受
け
入

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
公
的
奨
学
寄
附
金
と
は
別
途
に
本
学
の

奨
学
金
を
付
与
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
っ
か
け
に
国
費

留
学
生
に
採
択
さ
れ
た
も
の
を
含
め
る
と
10
人
以
上
の
留
学
生（
国

費
留
学
生
も
含
め
）が
大
学
院
に
在
籍
し
て
い
る
。

　

既
に
帰
国
し
た
留
学
生
は
、
教
育
・
研
究
・
医
療
な
ど
の
そ
れ

ぞ
れ
の
領
域
で
活
躍
し
、
本
学
と
の
緊
密
な
交
流
、
情
報
交
換
を

通
じ
て
、
人
材
養
成
・
共
同
研
究
に
発
展
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
本
学
の
国
際
戦
略
が
認
め
ら
れ
、
2
0
1
2
年
度
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業（
主
と
し
て
先
進
国
へ
の
派
遣
）、
世

界
展
開
力
強
化
事
業（
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
提
携
校

と
の
学
生
の
派
遣
・
受
け
入
れ
）と
い
う
2
つ
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
5
年
間
）が
採
択
さ
れ
、
大
き
な
前
進
が
図
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
も
こ
れ
ま
で
の
オ
ー
ル
Ｔ
Ｍ
Ｄ
Ｕ
で
進
め
て
き
た
国
際
戦
略
の
努

力
が
認
め
ら
れ
た
が
故
で
あ
り
、
こ
こ
で
、
そ
の
期
待
に
応
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
大
き
な
責
務
を
担
っ
た
こ
と
で
も
あ
る
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
国
際
戦
略
を
継
続
的
に
展
開
さ
せ
、
国
際

交
流
・
研
究
連
携
の
拡
充
と
充
実
に
向
け
、
一
層
の
努
力
を
積
み

重
ね
て
ゆ
く
こ
と
が
、
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

世界の
国際交流拠点へ
留学プログラムの拡充、外国人留学生の獲得など、

全国の大学が最優先の課題として取り組んでいる国際化。

優秀な学生や研究者と交流を図り、世界に認知度を

広げていくためにも全学を挙げた国際化の推進が重要となっている。

東京医科歯科大学では、「国際化に関する中期目標・中期計画」を定め、

国際交流センターを重要な組織として位置づけ、

欧米、アジアとの様 な々国際交流を大きく前進させた。

本特集では、タイ、チリ、ガーナなどの研究に主軸を置いた交流、

ハーバード大学医学部、インペリアルカレッジとの

教育面での交流などの近況を紹介しながら、

日本の国際交流拠点としての役割を担いつつある大学の今をリポートする。

※イラスト内の国名は大学院医歯学総合研究科（医学系）・大学院保健衛生学研究科・医学部と
　大学院医歯学総合研究科（歯学系）・歯学部が国際交流協定／学部等協定を結んでいる大学・研究機関のある国を記載しています。

特集

左上：ハーバード大学でのリーダーシップコー
ス（2011年）に参加した教員たち。
中：タイのチュラロンコーン大学と共同で無
歯科医村の歯科保健活動を行った。
左下：ガーナで感染症について講義するウ
イルス学専門の井戸栄治教授。

中華人民
共和国

イギリス

マレーシア

モンゴル国

デンマーク
王国

フィンランド
共和国

チリ
共和国

カナダ

大韓民国

ラオス
人民民主
共和国

インドネシア
共和国シンガポール

共和国
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共和国

アメリカ
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ベトナム
社会主義
共和国
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王国
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